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要旨 

 

本論文では、経済学における「信頼ゲーム」を実験課題として、子ども（小学３年生～中

学３年生）の学力と、信頼ゲームの実験結果との関連性を分析した。子どもの学力を測るテ

ストしては、慶應義塾大学において実施される「日本子どもパネル調査 (JCPS)｣の算数と国

語の問題を使用した。本論文で得られた主要な結果は、子どもの利他性の度合いをコントロ

ールした上でも、算数のテストの正答率が高い子どもは、「信頼」（Trustor が送付する金額）

および「信頼性」（Trustee が送付する金額）の送付金額が、統計学的に有意に下がる結果と

なり、伝統的な経済学が仮定する合理的な行動により近づくことである。 
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